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感情領域の疾患に-

;JJぶ台ニヲEどタZ〆
特長

①感情領域の改善に優れ、自問・白発性欠如を主症状とする1百神
疾患の精神レベルを高拐させる。

②幻覚・妄想などの異常体験を速かに消退させる。

@過度の精神抑制状態を起こすことなく、静穏効果が得られる。

包 装 50'"悦定 100錠ー 500錠・ 1000錠 10%散 500$'

健保薬価 1錠 38.50円 1 9 77.10円

モラエーザイ株式会社



神経化学 Vol.7， No. 5， 1968 

提白

ものの名前

27，8年も前になるが， 医学部に入って解剖学を習った時， 私は親ゆずりの古い図譜で

勉強したが，教授の講ずる骨や筋肉の名前が大分ちがっていて面喰ったものである O 教授

の説明によれば， 私の持っている古い本での命名は Baselで決めた BNAによるものだ

そうで，最近は Jenaで決めた INAで講義をしなければならんのだということで，それ

はドイツ人らしく理屈の通ったもののようで，四つ足の動物にも人間にも通用するように

superiorが cranialis，posteriorが dorsalisとかに大体対応するようなものだったO 高学

年になって聴く臨床の講義では， INAにはついぞお目に掛らなかった。 近頃は元に戻っ

たとかいう話なので，解剖の教授にきいてみると戦後はドイツ的なものへの反援と，もっ

とプラクテイカルなアメリカ風の考え方で， Parisで PNAが決められて大体 BNA的に

戻ったそうである。若かりし医学生はそんなものに振りまわされたようなものである。

生化学の方でも物質や酵素の名前が改められるのには悩まされる。学生に講義をしなけ

ればならない身になると，正確に教えたくなるのが人情で， rこの物質は以前は lecithin
といったが phosphatidylcholineとL、うのが正しL、」とか， r蛇毒の lecithinaseは phos-
pholipase A といわれて来たが正式には phosphatideacyl-hydrolaseというのですJなん

て話していると，学生がふと気の毒になる。物の本質がちがわないのに名前許り改めてし

まうと，その物が元来持っていた香りのようなものがうすれるように感ずるのは，年老い

て来た証拠かも知れないが，これにつけても思い出すのは町名変更で，本郷の弥生町は弥

生文化の遺跡としてゆかりの深い名称だが，区役所の役人が町名を廃止しようとして文化

人の抗議に会い，やっと残ったことも記憶に新しい。

私共が研究しているムコリピドの領域もその点では問題の多いところである。

それは，ムコ蛋白，ムコ多糖と並んで，ハハァ，あんな物質なんだナ， とおなじみの名

前である O 勿論，“muco" とは糖を含むものというだけでなく，アミノ糖をもつものに限

定しようとし、う提言はあったが，粘液から由来した背景を持ち，それなりの歴史を持って

いるがに‘ムプ'などという不明確な表現は排すべきだといって，ムコ多糖を glycosamino-

glycanにしようとか，ムコリピドは aminoglycolipidというべきだとか提言はっきない。

gangliosideも神経細胞の多い灰白質の物質で，白質に非常に少ないとし、う初期の観察から

の命名で，その他の臓器から類似のものが得られたからと言って，廃する必要はないと思

う。私が血球からとった hematoside，globosideの名称もそれなりに命脈を保っているが，

唯，問題は，類似の物質があまり多く発見されて整理分類が困難になって来たことである。

頭 (Kephalos)に由来する cephalinや，最初に牛心からとられた cardiolipinなどの名

称も捨て難く，これを phosphatidylethanolamineとか diphosphatidylglycerolといってし

まうと化学構造上からは便利にちがし、なし、が，元の名称を捨てるには忍び、ない。こういう

感情は誰にでもあるらしく，パルミチン酸，ステアリン酸をヘキサデカン酸，オクタデカ

ン酸という人は少ない。

名称の語源は多くの場合， ギリシャ語やラテン語が多いが， 脳の白質に多い sphingo田

myelinの語源をしらべると sphingein(bind tight)， myelos (marrow) に由来するとあ

← 199 



るo この物質は 19世紀末，巨人 Thudichumにより命名され，現代と同じ位の純度で得

られたというので有名だ、が，その際 Schwann細胞の膜が axonをぐるぐると，しっかり

とりまいて髄鞘ができてくる最近の考え方を予言していたのではまさかあるまい。しかし，

Sphingoが S匂mxに由来するという説もあるようだ。 父を殺し，母と婚する悲劇の主

人公エジプスが，土地の人々を悩ます人面獣身の Sphinxなる怪物に問いかける。「朝は

四つ足，昼は二つ足，夕は三つ足は何か」の謎に対し iそれは人間だ」と答え， その怪

獣をして谷底に身を投げさせ，王位についたというギリシャの物語から Sphinxは謎を意

味するものだそうである。 sphingomyelin，cerebrosideなど，いわゆる sphingolipidば謎

のような物質だというわけだが，これらの物質の本来の意味が解き明かされるのは何時の

日であろうか。それにつけても， 極めて最近， リピドの命名法が討議され， sphingosine 

(その飽和化合物)が sphinganineと改称されるようになったのは一寸憂欝である O

山 川 民夫 (東京大学医学部教授・生化学教室)
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[原著]

神経終末粒子分画における

Acety lcholineの遊離

武山邦彦・小林晴男・畑 文明

竹野一-柳谷岩雄

(大阪府立大学農学部家畜薬理学教室)

1. クサギ脳より採取した神経終末粒子分画を 380C で incubateし，または，塩化カリウム

処理を行ない，神経終末粒子における AChの遊離について検討を行なった。

2. 神経終末粒子分画をエゼリン加0.32M東糖溶液中で嫌気的条件下にて， 380Cで incubate

すると medium中の遊離 AChの増量と共に“不安定型分画"よりも“安定型分画円の結

合型 AChがかなり減量した。一方，“不安定型分画"の AChは incubation時聞を延長し

ても，その減量はわずかであって，その量はよく維持された。また， 380C の incubation中

に，一度冷却し，再度 incubationをして温度変化を与えても“不安定型分画刊の ACh の

減量はほとんど起こらなかった。しかし，エゼ、リンを添加しないで incubateすると“不安

定型分画"の AChも“安定型分画"と同様にかなり減量した。

3. 神経終末粒子分画を 0.16M塩化カリウムで OOC，60分間 incubateしたものは 38
0
C

の incubateの場合とは逆に，結合型 AChの，“不安定型分画円がかなり減量し，“安定型

分画"の減量はわずかであった。

4. 塩化カリウム処理した神経終末粒子分画を“不安定型分画"の結合型 ACh量のよく維持

された条件で 380C の incubationを行なったが“不安定型分画門の AChの増量はなかっ

7こ。
5. 以上の結果から，本実験条件下では，結合型 AChの“安定型分画"から遊離された ACh

は“不安定型分画"AChに移行することなく，直接粒子外に遊離され，また，“不安定型分

画"から遊離された AChも直接に粒子外へ遊離されるものと想像される。

6. このように invitroでの神経終末粒子よりの ACh遊離の実験を行なうにあたり，少くと

も温度は“安定型分画"の結合型 ACh を，そして Kion は“不安定型分画"の結合型
AChをより多く遊離するという点は，今後の実験で留意されねばならない。

緒言

従来 ao巳tylcholine(ACh)遊離に関する研究は主とし

て組織内 ACh量の変動や脳，神経節の濯流液中または

Acetylcholine.Release in Nerve Ending Particle 
Fraction 

Kunihiko TAKEYAMA， Haruo KOBAYASHI， Fumiaki 
HATA， Kazu TAKENO and Iwao YANAGIYA 

Department 0/ Veterinary Pharmacology， College 
0/ Agriculture， University 0/ Osaka Pre/ecture， 
Sakai， Osaka 

(受付 1968. 7. 5) 

組織片から遊離される ACh量について検討されたもの

が多い。最近の組織内 AChの細胞内分布に関する研究

によると，脳組織の神経終末部は， 直径 500A前後の

synaptic vesicleと呼ばれる多数の小胞， 並びに少数の

ミトコンドリアを含む神経外膜に取囲まれた形態的構造

がよく残されている神経終末粒子として分離され，これ

らの粒子には結合型 AChの大部分が含まれていること

が明らかにされている(WHITTAKER，1959; De ROBERTIS， 

De IRALDI， ARNAIZ and SALGANICOFF， 1962)。

この，粒子内結合型 AChには，神経終末を低張処理
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することによって遊離される“Labile"型と，なお遊離 かは不明であるが，実験条件の吟味という意味も含めて

されない“Stable"型の2つの型の存在が示されている 用いた。組織内で合成される AChが結合型 AChの増

(WHITTAKER， 1959; KUROKAWA， MACHIYAMA and 量を示すか，あるいは，遊離型 AChの増量を示すか，

KATO， 1963) 0 KUROKAWA et al. (1963)によると，体位 また，その両者共増加するか，その実態が明らかにされ

変化，ならびに，電気刺激などによる痘筆時にマウス脳 ていない現在では， ACh合成能を抑制しないと，本研

内の ACh量の変動は主として“Stable"bound ACh 究の目的である結合型 AChより AChの遊離状態を観

よりむしろ，“Labile"bound AChに起こるという。 察するには不都合である。このために低温条件，あるい

これに対して TAKENO，NISHIO and YANAGIYA (in は 380Cの場合には嫌気的条件を採用することにした。

press)は French-pressを用いて synapticvesicleを このような単純化した系において invitroでの神経終

できるだけ壊さないようにして，標本中の全部の神経終 末粒子よりの ACh遊離の実験を行うことに対する基礎

末粒子を壊す方法を案出し，ウサギ脳の神経終末粒子内 的知見を得るとともに，今後の復合された系での ACh

結合型 AChをFrench-pressによって遊離されない“安 遊離の実験を行なうための実験条件の検討を，結合型

定型分画"と，遊離される“不安定型分画"とに分け AChの存在形式との関連で併せ行ったものである。

前者は synaptJcv巴sicl巴などの穎粒に含まれており，後

者は，それら以外の axoplasma中に含まれていると考

えた。この French-pressによる脳組織内結合型 AChの

分類において得られる“不安定型分画"と“安定型分

画"の AChは，低張処理法で得られる“Labile"bound 

AChおよび、“Stable" bound AChと可成り類似して

いるようにも思われるが，同じかどうかについては不明

の点もある。そこで，本報告においては，低張処理に対

するものを“Labile"bound ACh，“Stable" bound ACh 

と記載し， French-pressに対するものを，“不安定型分

画"の結合型 ACh，“安定型分画"の結合型 AChと

記載した。

ここで，神経終末粒子から遊離される AChはそのい

ずれの結合型ACh分画に由来するのか，また神経終末粒

子内分布から見るならば“安定型分画"の結合型 ACh

から遊離された AChは，“不安定型分闘"の AChを経

由して神経終末粒子外へ遊離されるのかという ACh遊

離経路の問題が提起されてくる。この遊離経路は両結合

型 AChの機能的意味ならびに，それらに影響を持つ薬

物の作用の詳細を理解する上で興味ある事であると思わ

れる。

本研究における ACh遊離条件としては次の理由によ

り塩化カリウム処理， および 380C の incubationを

選んで用いた。すなわち，カリウムイオンは種々の無機

イオンの中で，特に明らかに AChを遊離させることが

示されており (BRODKINand ELLIOTT， 1953;黒川，加

藤，町山坂本，秋元， 1964;竹野，西尾，柳谷， 1965)，

in vitroの実験で，薬物の ACh遊離に対する抑制効果

を調べる時に， ACh遊離因子として用いるに好都合だ

からである。また，薬物の作用を，zn vztroで検討する

場合に， しばしば体温ぐらいの温度での incubationが

行われるが，その温度では ACh遊離がかなり起こる。

これが， spontaneousな ACh遊離を意味するのかどう

実験方法

1. 神経終末粒子分画

体重 2kg前後の雄ウサギを放血により殺したのち，

直ちに全脳を採取し， O.32M 煎糖溶液 (pH6.8)を

加え， 中軸テフロンのガラスホモジナイザーにて 10<;:も

ホモジネートを作製した。以上の操作はすべて 0~40C

の低温室内で行なった。ホモジナイズに際しては，中軸

の回転数を 450~500R.P.M とし，上下動を 3 回行なっ

た。この回転条件は， WHITTAKER and DowE(1965)が

指適しているように，神経終末粒子分画の結合型 ACh

の収量の点、で重要であった。回転数は多くても少くても

その収量がかなり悪くなるから注意した。ホモジネート

より神経終末粒子分画の分離は WHITTAKER (1959)の

方法に準じて， 1，000g， 10分間遠心して，沈澄を廃棄

し， その上清を 12，000g，50分間遠心することにより

沈澄として集めた。この沈澄を 12，OOOg， 60分間の遠心

にて2回洗i篠した。このようにして得られた神経終末粒

子分画は既存の FreeAChは洗い去られてなくなって

いるものである。本実験では，この襟本を出発点として

用いた。

2. 380Cの incubation

神経終末粒子分画をエゼリン加 (0.5mM)0.32M煎

溶液に(約OOC)に浮遊し，試験管に入れ，通気用ガラ

ス管を装着したコ会ム栓をした。次いで，氷冷下で窒素ガ

スを通気して試験管内を嫌気的としたのち 38
0

C の恒

温槽内でincubateした(嫌気的な条件を用いたのは38
0
C

での ACh合成を阻害する目的のためである)0 incuba-

tion後は直ちに試験管を氷冷した。

3. 塩化カリウム処理

塩化カリウム処理は，氷冷した 0.32M夜、糖溶液に浮

遊した神経終末粒子分画(lml当り原組織1.0gの分画

を含む) 10mlに氷冷した 0.16M域化カリウム溶液
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神経終末粒子分画における Acetylcholineの遊離

(pH 6.8)を 90ml加えよく混和し， ooC， 60分間 lll- いるという可能性も残されているが，この量の変動から

cubateして行った。その後， 12， 000 g， 20分間の遠心に 見るじ“安定型分画"の AChは，“不安定型!分画"

より沈澄を 0.32M庶糖溶液にて2回洗滅した。 を経由しないで，直接粒子外へ遊離されているように想

4. “不安定型分画"および“安定型分画"結合型 像され，組合型 AChの“安定型分画"から，“不安定

AChの分離定量法 型分画"に AChが移行するという積極的な証拠は得ら

両結合型 AChの分離定量法は TAKENO et al. (in れなかった。

pre田)の記載に準じて French-pressを用いて次のよう 神経終末粒子分画を0.16M塩化カリウム溶液でOoC，

に行なった。すなわち，“不安定型分画"の結合型ACh 60分間 incubateすると，図 4で示すように， 結合型

量は，神経終末粒子分画を French-press(プレス圧，400 AChの“不安定型分画"の量がかなり低下し， “安定

kg/cmりしたのち，蛙リングル液で希釈したものを蛙腹 型分画刊の量がよく残っている標本が得られた。そこで

直筋に直接に作用させて測定した。“安定型分画"の結 この塩化カリウム処理標本を用いて，“安定型分画"か

合型 ACh量は，分画の一部を pH4.0で 100oC，10 

分間の加熱操作により，結合型 AChの ACh全部を遊

離させたもので総 ACh量を測定し，この総 ACh量よ

り“不安定型分画"の結合型 ACh量を差51いて求め

た。なお，夏期の室温が高い時期においては， “不安定

型分画"の結合型 ACh量の測定に際して，標本希釈用

の蛙リングル液ならびに， ACh標準液は測定直前にそ

の液温を 15
0

Cにし，測定中における ACh遊離を抑制

するように心掛けた。

実験結果

神経終末粒子分画を 38
0

C，30分間 incubateすると，

図1で示すように，結合型 AChの“不安定型分画円よ

りむしろ“安定型分画の方がかなり減量し，その減量に

見合う遊離 AChの増量が見られた。この結果からは増

量した遊離 AChは“安定型l分画"から直接に遊離され

たものと考えるか，または“不安定型分画から遊離され，

その減量分が“安定型分画"から補われたと考えるかと

いう点については明らかでない。この点を調べる目的で

incubation 時聞を 60 分~90 分と延長して結合型 ACh

の“安定型分画"をできるだけ減らすようにして， “不

安定型分画"の量を調査した。図2に示すように“安定

型分画"の量はかなり低下してしまっているが， “不安

定型分画円の量の低下はほとんど見られず，その量はよ

く維持された。 なお， この実験における ACh遊離が

38
0

C の温度で起こるのではなく incubation初期にお

ける OOCから 38
0
Cに上げるという温度変化でおこる

ことも考えられるので，単に incubation時間を延長す

るのみではなし 380C，30分間 incubateした後で，一

度 ooCに冷却し，それから再び 380C にしたが，この

場合でも“不安定型分画"の量の低下はわずかであっ

た(図 3)。

以上の結果では，“安定型分画"から“不安定型分画"

の結合型 AChへの AChの移行と， “不安定型分画"

の結合型 AChからの ACh遊離が同じ割合で起こって

100 

¥ ¥¥  

(
』

υ〈
-同一宇。“

αs 
..... 
;:: 50 

回。
通史

』

υ〈

/ 
/ 
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O 。 30 
incubation time in min. 

図 1 380C のincubationでのウサギ脳神経終末粒

子分画における AChの遊離。

原組織 19に相当する分画をエゼリ γ加 (0.5mM)庶

糖溶液 1mlに浮遊・し，嫌気的条件下で 380Cでincubat巴

した。結合型 AChは French-pre田処理法 (TAKENO，

NISHIO and YANAGIY A， in pr白s)によって，処理中に遊

離される“不安定型分画"(L) と遊離されない“安定

型分画"(S) とに分けて測定した。 T，総 ACh;F，遊

離された ACho各 ACh量は使用された標本の総結合

型ACh量， o. 73:t0. 06μg/g原組織を100としたちもで 5
例の平均土標準偏差(垂直の線)でプロットされているo
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ら，“不安定分画"への AChの移行を見いだす目的で，

処理標本を最初に述べた結合型 AChの“不安定型分

画円の量がよく維持される条件で，380C， 30分間 lll-

cubateを行なったが， “安定型分画"AChの増量はほ

とんど見られなかった(図 5)。 試みとして，神経終末

粒子分画を， エゼリンを添加しないで，草子、糖溶液中で

38
0C，30分間 incubateすると，図6で示すようにJ‘安

定型分画円の AChの減量の他に，“不安定型分画"ACh 

の減量も見られた。

考 察

本実験条件下では，結合型 AChの“安定型分画"か

ら遊離された AChは， “不安定型分画"を経由するこ

となく，神経終末粒子外へ直接に放出されることが示唆

100 . 

(
』

υ〈
-
6

判。#
'" 
.2 50 

ト一一一一一一一寸L

制。
通更

」

υ〈

。
60 90 

incubation time in min. 

図 2 incubation時聞を延長したときの“不安定分

画円の結合型 AChにおける AChの遊離。

T，総 ACh;S，“安定型分画";L，“不安定型分画;
F，遊離された ACh。

incubation条件，その他は図 1と同じ。使用された

標本の総結合型 ACh量は O.66::!::0. 01 pgjg原組織 (3

例の平均±標準偏差)であった。

される。一方，神経終末粒子内の結合型 AChの分布か

ら見るならば， synaptic vesicle内の結合型 ACh“安定

型分画"から AChが，まず，その周囲の axoplasma

中に放出されることが予想されるが，その際に ACh遊

離が起こらずに，結合型 AChのままで放出されるこ

とも考えられる。 しかし，竹野，小林， 柳谷 (1965; 

1966)は synapticvesicle内結合型 AChの結合物質は，

choline acetylaseであること，そして，それらは強く

V巴sicle膜に結合していて容易に溶出しないことを示唆し

ている。また，額田ら(1967)の成績でも，脳切片からの

ACh放出が多い時でも cholineacetylase活性が medium

中に放出されないことが示されている。これらの事実か

ら， vesicleから遊離の AChとして， axoplasma中に放

出されることが，想像される。その部位には choline
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図 3 “不安定型分画"の結合型 AChにおける

ACh遊離に対する OOCから 380C への in-

cubation温度上昇の影響。

T，総ACh;S， "安定型分画";L，“不安定型分画";
F，遊離された ACho
incubation条件，その他は図 1と同じ。

使用された標本の総結合型 ACh量は O.77::!::0. 06四/

g原組織 (4例の平均土標準偏差)であった。
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acetylase(竹野，小林，柳谷， 1966) RNA (高瀬，竹野， にある結合物質と結合しない，すなわち， “不安定型分

柳谷， 1967)などの ACh結合物質の存在が示唆されて 画"の AChに移行せずに，直接放出されるのは，恐ら

いるにもかかわらず，本実験結果から AChはこれらと く， axoplasma中に存在すると想像される結合物質の周

結合することなく，そのまま粒子外へ放出されるように 囲の無機イオン強度が高いことによって，それらと ACh

想像される。このような ACh遊離経路は，神経終末に の結合が阻害されているためであろうと想像している。

おける AChの存在と遊離を一元的に synapticvesicle したがって，本成績のみで， “安定型分画"から， “不

の形態的変化で理解しようとするれV田 icletheory" 安定型分画"への AChの移行を否定することはできな

(Del CASTILLO and KATZ， 1956; HEBB， 1957; ECCLES， い。最近 SATTIN(1966)は，脳線状体切片および homo-

1964)において想像されているもの (DeROBERTIS， de genateを 370C で incubateし，“Labile"bound ACh 

IRALDI， RODRIGUEZ and GOMEZ， 1961; De ROBERTIS and が“Stable"bound AChの3倍の速さで，増量するこ

BENNETT， 1955; De ROBERTIS and FERREIRA， 1957; De とを示した。しかし，このような実験条件では，本実験

ROBERTIS， 1958) と調和する。 しかし，本実験条件で， 結果から見ると，370C では ACh遊離が“不安定型分

vesicleより axoplama中に放出された AChが，そこ 画"よりも“安定型分画"~こ強く起こっていることも考
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s 。
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図 4 塩化カリウム処理の“不安定型分画"の結合
型 AChにおける ACh遊離に対する影響。

ウサギ脳神経終末粒子分画 (g原組織/mlO.32M煎
糖溶液)を 9容の O.16MKClと混和し，氷冷下で 1
時間 incubateしたのち， 0.32M煎糖溶液で 2回，洗糠
した。 Controlは 0.32M煎糖溶液を用い同じ操作を行
なったものである。 T，総 ACh;S，'‘安定型分画";L， 
“不安定型分画";F，遊離された ACh。その他は図 1と
同じ。使用された標本の総結合型ACh量は 0.56士0.09
μg/g原組織 (4例の平均±標準偏差)であった。
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図 5 塩化カリウム処理された神経終末粒子分画に
おける 380Cincubationでの AChの遊離。

塩化カリウム処理，本文または図4，参照。

T，総 ACh;S，“安定型分画"; L，“不安定分画;F， 
遊離された ACh.

incubation条件，その他は図 1と同じ。

使用された標本の総結合型 ACh量は 0.44土0.04μgj

g原組織 (3例の平均土標準偏差)であった。
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えられるので本成績のみで合成された AChが“Labile

bound AChに特に増量するということは再検討される

必要があると思う。

このようなことを考えて，“不安定型分画"からJ‘安

定型分酒"への AChの移行についてはなお検討を必要

とする問題である。 エゼリンを加えないで 380C に

incubateした場合には，エゼリンを加えた場合の“安定

型分画"のみの ACh減少に比して， “不安定型分画刊

の AChの減少も著明に見られた。このことは，エゼリ

ンが， “不安定型分画"からの AChの遊離を抑制して

いるように見える。このようなエゼリンがコリンエステ

ラーゼ阻害作用の他に直接的作用があるかどうかの問題

にういて，エゼリンが ACh遊離作用を有するとか，
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図 6 エゼリ γを加えなかった 0.32M煎糖溶液中

で 380Cで incubat巴したときの神経終末粒子

分画における AChの遊離。

T，総 ACh;S，“安定型分画"; L，“不安定型分画";
F，遊離された ACh。

ヱゼリ γ以外の incubation条件は図 1，と同じ。

使用された標本の総結合型 ACh量は O.73:!: O. 02 f1g/ 
g原組織 (3例の平均土標準偏差)であった。

(TAKAHASHI and APLISON， 1964; SATTIN， 1966)また

は，逆に抑制するとか(MANN，TENNENBAUM and QUA-

STEL， 1939; BRODKIN and ELLIOTT， 1953)と，その見解

が区々であるが，本成績は後者の ACh遊離を抑制する

との見解に符合する。 このような頼粒分画を 380Cに

ncubateした場合の神経終末，および vesicleの形態的

変化については，著者等(未発表)の電顕写真による範

囲では少くとも 380Cで90分間の incubationに於ける

神経終末粒子の崩壊はみとめられなかったし，また ACh

含量が殆んどないくらいに減少した標本でも vesicle膜

の形態的構造はみとめられた。 しかし invitroでの

ACh遊離の問題を考える上に， この問題は更に多くの

検討を必要としよう。

神経終末での生理的 AChの貯蔵，あるいは遊離を推

測するための invitroの実験を行うために，温度，あ

るいは無機イオンその他の各種の実験条件が必要にな

る。

本実験成績は温度 380C と K ionによる実験条件下

で結合型 AChがいかに遊離するかを結合型 AChの存

在形式に関連させて検討したものである。

本研究費の一部は文部省科学研究費(総合)の補助を受

けた。記して謝意を表す。
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でんどらいと

Sir Henry Hallett DALll (1875-1968) 通俗講演がのせられている。医学の発展に重要な寄与を

「イギリスの薬理学者DALEは7月23日Cambridgeで なした発見は accidentと opportunismによってなされ

死去。……1914年頃 DALEはアセチルコリンの薬理作 たことを幾つかの例をあげて詳しく述べている。 1963年

用を詳しく調ぺ，その中にニコチン様作用とムスカリン の AnnualReview of PharmacolagyにはDALEの自伝

様作用の二作用のあることを見つけた。一方 O.LOEWI 風の回顧録(Pharmacologyduring the past sixty years) 

は神経刺激によって化学物質が分泌し，それが効果器に がのっているが，そのなかで彼は自分が薬理学者となっ

働くことを発見(1921)，この物質がアセチルコリンであ たこと自身 unexpected opportunityであると述べ，自

ることを DALEがつきとめた。… ..1936年には DALE， 分の研究はどれも自分自身で計画したものではなく，他

LOEWI両博士は神経刺激の化学伝達により，ノーベル生 人からの注文や偶然の機会に見つかったことから発展し

理医学賞を受賞。神経刺激の化学伝達は，以前からの電 たと書いている。

気伝達説との聞で 1950年ごろまで論争をつづけたが NOBEL生理医学賞をともに与えられた OTTOLOEWI 

DALEらが確立した考えは変更もなく現在にいきてい (1973-1961)の埋葬式が， 1962年の夏， WOODS Hole 

る。」科学 38(9)，512， 1968 (科学時事)より引用 で催されたときに，すでに招待をことわっているから，

DALEには二つの著書がある。 第一は， Adventures おそらく晩年は寝たきりの生活を送ったのであろう。神

in Physiology (1953)で，彼の研究論文の主なものを集 経科学の歴史に永遠にその名ののこるべき DALEがな

めて再録したものである。 1906年の論文から 1938年 くなったことを知って，私はうえにあげたその二つの著

の綜説講演に至るまで 30篇がのっており，各論文には 書を改めて読み直したのであった。 DALEは 1914年，

彼自身が短い解説を附し，それぞれ発表当時の研究の事 Royal Societyの会員に選ばれ， 1940~1945 年にはその

情とその後の発展の経過などが述ぺられている。この本 presidentであった。 RoyalSocietyでは，なくなった会

には WithExcursions into Autopharmacologyと言う 員の追悼録を毎年発行するのであるが DALEの追悼録

副題がついていて，化学伝達学説の誕生の歴史経過をそ は誰が書き，そして彼の生涯をどのように記述する

のままに物語るものである。 はじめ 1953年に Perga- か，私はそれが発行されるのが待ち遠しい。因みに，

mon Pressから発行されたのであるが， 1965年に彼の LOEWIの追悼録は DALEによって書かれ， Biogrophical 

90才の誕生日 (6月9日)を祝って， The Wellcome Memoirs of Fe!lows of the Royal Society， 8， 67-89， 

Trustから reprint版が出た。 reprint版では，もとの 1962にのっている。(慶大・医・生理高垣玄吉郎)

版にはなかった彼の若いときの写真がその扉にのってい

る。

もう一つの著者は， An Autumn Gleaning(1954)で，

学術論文ではない時々の講演や演説を再録したものであ

る。 第二次大戦中の RoyalSocietyでの presidential

addressなどが含まれており，誠に興味ある読物である。

そのなかには， Accident and Opportunism in Medical 

R巴searchと題する， 1948年の英国医師会年次総会での
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胎生期に於ける高フェニールアラニン血症

フェニールケトン尿症は精神湾弱を伴うアミノ酸代謝

異常であり，このことは本疾患が神経機能を支える物質

的背景を採る上に好適の素材であることを示している。

一方本疾患に於いて乳幼期に治療食を与え，高ブェニー

ルアラニン血症を押さえることによってのみ，精神薄弱

の発現を防ぎうることは，フェニールアラニンが神経機

能の正常な発展を阻害していることを示唆している。更

にまた MABRy1)らによって報告された， フェニールケ

トン尿症の母体から生まれた子供が代謝上何等の傷害ーを

現わさないにも拘らず精神薄弱の状態を示してきた事実

は，胎生期に於ける正常な脳の発育を高濃度のブェニー

ルアラニンが遅れさせるばかりでなく出産後にまでその

障害を残していることを示している。

KERR2)らは好占辰アカグザル (MacacaMulata)に一日

体重 lkg当り O.5~1. 4gの Lーフェニールアラニンを

妊娠期間中負荷し，帝王切開或いは自然分娩で子供を得

ており，胎生期に於けるフェニールアラニンの影響が如

何に生後に及んでいるかを実験的に試みている。出生後

の子供は，直ちに保温室中に隔離し4時間毎に Smilac

製 milkを晴手しさせ，ビタミン類は3日間，果実は 45日

間というように約1ヶ年後に猿用の市販食に切換えるま

で栄養の補給を続けている。このようにして養った猿を

3種類の弁別学習によって知能発育を観察しており，正

常のものに比し明らかに知能の遅れがあることを認めて

いる。また，出産時の体重と母体の血中フェニールアラ

ニン値の相関は逆相関を示しており，母体血液中のフェ

ニールアラニン値が増加した場合に，出産時体重の低下

を起すことが示されており， FISHS)らの報告にもみられ

るヒトの場合と同様正常の発育をはるかに下まわってい

る。また母体血と勝帯血との遊離各アミノ酸の比を調べ

ているが，正常では隣帯血の方が高く比が1.O~2. 0の範

囲に在るが，高フェニールアラニン血症ではフェニール

アラニンについての比が正常に対して低く 3-CHs-his.

tidineでは正常北の約3倍に増加し有意の差を示してい

る。このことが脳障害と関連しうることを示唆している

が脳組織そのものについての生化学的検索は行っておら

ず，今後の問題と考えられる。

戸て FISH3)らは homozygotesより生まれた子供が2

例ともに小頭症であったことを報告しているが，フェニ

ールアラニンの胎児に及ぼす影響がただ広く神経系の発

育を阻害しているものか，多面的な機能を有する脳組織

の或る一面に強く作用を及ほ、しているものか興味が持て

る。(東邦大・医・第二生理平野修助)

文 献
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昭和43年度第2回日本神経化学会理事会議事録

日時:昭和43年8月17日

場所:東京

出席者.早石修(会長)，川北幸男，柿本泰男，小林龍男，高坂睦年，成瀬浩，佐野勇，

佐式明，高垣玄吉郎，高橋良，塚回裕三，宇尾野公義，吉田博，江副勉(監事)，

平野修助(監事)，永田豊(事務局)

欠席者:台弘，黒J11:iE則

1. 第11四日本神経化学会プログラム

委員会

定例理事会に先立ち，本年度総会フ。ログラム委員会が

関かれた。委員には理事に加えて石川晋次(東大・医・

脳研)，垣内史郎(大阪府立中宮病院)，永田 豊(慶大・

医・生理)，西塚泰美(京大・医・医化学)，高橋康夫(新

大・脳研)および式富保(信大・医・順応研)の6氏が

委嘱され出席した。

本年度応募論文総数:53題。このうち同一研究室より

類似テーマで応募されたものは一つにまとめて発表して

頂くことにし (3題)，研究成果に新鮮味の之しいもの，

データが尚不足して居り討論の対象となり難いもの，記

載の不明瞭のもの，あるいは本学会以外での発表がより

適当と思われるもの(7題)は御遠慮願うことにした。そ

の結果，発表論文 43題を選び発表時間に若干の訂正を

加えて， 10月18，19両日のプログラム編成を行った。

10月17日午後6時より「記憶をめぐって」を話題とし

て京都会館で前夜祭を行うこととなった。話題提供者は

塚田裕三教授(慶大・医・生理)，台弘教授(東大・

医・精神)，成瀬浩博士(国立精研)，須田正巳教授(阪

大・蛋白石元)，岩間吉也教授(阪大・医・高次研)， 島本

陣朗教授(京大・医・薬理)および岡本道雄(京大・医

・解剖)の諸氏である。

尚本年は外人招待講演，シンポジウムは行わず，一般

講演のみとした。

2. 本年度総会および評議員会

評議員会は学会第2日日昼食時，総会は第2日日午後

1時10分より 1時30分まで行うこととし，全員に委任状

の提出を願うこととした。

3. 庶務報告

43年6月31日現在会員数は535名で本年度新入会員

62名，退会者は59名である。昭和40年度以降 (4年間)

の会費未納者は退会とみなして処理した。

4. 昭和43年度決算ならびに昭和44年度予算

総会に提出する決算および予算を審議した。

5. 理事改選の件

本年12月に理事改選を会則に従って行う。

6. その他

次期会長候補として東大・医・生化・山川民夫教授を

推せんし，開催地は東京とした。

機関誌「神経化学」は現在第7巻3号まで発送ずみで，

第7巻4号は印刷中である。綜説，原著 rでんどらい
と」欄等の寄稿が編集委員より要望された。なお，今年

度「神経化学」編集委員会は第1日日昼食時に行う。

日本学術会議第7部基礎医学全国区より立候補した東

大・医・脳研・白木博次氏を本会として推せんすること

としfこ。

本年度は新評議員の推せんは行わないこととした。
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|編集後記|

圃今年は理事改選の年です。 12月10日を締切として郵 しかし，新着の雑誌を目次の}I闘を追って見るのも楽し

便による投票が行われます。 2年に一度の改選は，事 いことですから，主な雑誌については，神経化学に関

務的には誠に面倒なことでありますが，学会が民主的 速のない論文を含めて目次をそのままに載せるのもょ

に運営されることを期待して，このような会則になっ いのではないから考えています。従って，一部の文献

ているのだと思います。この号にのせた会員名薄がそ は主題別分類とダブルことになります。会員各位の御

のまま有権者名薄で，従って今年7月以降に入会され 意見をえて，次号から新しv、試みをしたいと思います。

た選挙権のない会員は最後に別にのせであります。ど 園東京大学をはじめ多くの大学で学園紛争がつづいて

うぞ棄権のないようにお願いします。 います。大学のあり方と研究者のあり方，ことに医学

園この次の号には，今年の神経化学会の前夜祭の記録 部での事情は改変すべきことが多いのは勿論でありま

をやや詳しくのせます。記憶について色々の専門の方 すが，現在のようなかたちで問題の解決をせまられて

々からお話が伺えるのが楽しみでありますが，やはり いることは，何かやり切れない気持になります。これ

その記録は，前夜祭に参加された方のためにも，され が，われわれの前進のために必要なことであるならば，

なかったの方のためにも，残しておきたいと思います。 われわれは誠に愚かであることを認めねばなりません0

・「文献」欄は，論文の主題によって分類してのせて どろ沼であると言われる紛争がどのようなかたちで解

いますが，幾つかの間題に関係した論文などその分類 決されるにしても，真の解決はわれわれ自身の問題で

に迷うことが少くありません。 あり，われわれとともに常にある筈の問題であります。

従って，分類も誠にでたらめですが，ほかによい方 (高垣記)

;同つ…まにこの加ーました
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「神経化学」投稿規定

1.神経化学領域の研究報告論文(原著)の投稿をうけ

つける。神経系の化学的研究に直接貢献する論文を

うけつけるほか，臨床報告・短信をも含めて広く神

経系の化学に関連の深い論文を歓迎する。

2.投稿論文の著者はすべて「日本神経化学会」の会員

でなければならなL、。

3.投稿する原著論文は，他誌に掲載されずまた掲載予

定でないものに限る。

4.投稿論文の送り先:

東京都新宿区信濃町35(郵便番号160)

慶応大学医学部生理学教室内

日本神経化学会事務局宛

7.投稿論文は簡潔な日本語(原則として，常用漢字・

現代かなづかい)であって， 400字詰原稿用紙に棺

書横書としたものでなければならない。

8.論文の構成(緒言，方法，結果，考察，総括，文献

など)は原著論文としての慣例に従うことが望まし

い，総括(結論)は論文の最初に掲載し， 800字以

内のものとする。

9.表題・著者名・所属には英文・ローマ字書きをそえ

る。

10.図および表:図および表は本女と別の用紙に書き，

本文中にその掲載位置を明記する。図(および写真)

の説明はさらに別の用紙に記載し図の原稿(あるい

は写真)に付する。図の原稿は墨で浄書する ζ とが

5.掲載料および別刷料:掲載料は論文の刷り上り 4頁 望ましいが，縮小率などの関係から編集委員会でト

(400字詰原稿用紙約15枚に相当)まで無料としそれ レ戸スし直すことがある。表および図(写真を含む)

以上は著者負担とする。この無料の頁数には，図・ の組版代などの実費は著者負担とする。

表・文献のスベ{スを合むものとする。なお，第 1 11.文献:参照文献は本文中には著者名・年号を括孤に

報，第2報の如く分割jして投稿する場合は，編集委 入れて示し，本文の最後に一括して著者の ABC順

員会の判断にもとづき，第2報以下は超過したもの に記載する。文献記載の方法は J.Neurochem.の

とみなし，著者負担とすることがある。 規定に準拠する。

別刷は50部を単位としてその倍数の申しこみをう 12.用語および略語:物質名および生化学用語(単位な

けつける。別刷は全部有料(実費)とする。 ど)の記載のならびに略語の使用は，原則として

6.投稿論文の採否は編集委員会が決定する。受理した Biochem. J.の規定に準拠する。薬剤名，慣用の略

論文の体裁がこの規定に従わない部分は編集委員会 話を用いるときは，その最初に用いられるところに

において訂正することがある。 脚誌として説明を加える。

一222-



神経化学 Vol.7， No. 5， pp. 223-241， 1968 

日本神経化学会会則および細則

会員名簿



日本神経化学会会則(昭和41年 10月 8日制定)

第1章総 則

第 1条本会は日本神経化学会(TheJapanese Neuro-

chemical Society) とL、う.

第 2条本会の事務所を東京都新宿区信濃町 35番地

慶応義塾大学医学部生理学教室内におく.

第 3条本会は理事会の議決を経て必要の地に支部を

おくことができる.

第2章 目的および事業

第 4条本会は会員の研究発表，知識の交換ならびに会

員相互間および国内外の関連機関との連絡提携の場と

して神経化学ならびに関連領域の発展を促しもって学

術文化の進歩に寄与することを目的とする.

第 5条前条の目的を達成するために次の事業を行な

う.

1. 研究発表会および講演会の開催

2. 会誌，研究報合および資料の刊行

3 国内外の関連機関との連絡および協力

4. その他目的を達するために必要な事業

第3章会 員

第 6条本会の会員は次のとおりとする.

1. 正会員:神経化学に関する学識または経験を

有するもので本会の目的に賛同し，会費年額

1，500円を納める者.

2. 名誉会員:本会に特に功労のあった正会員(外

国人は正会員であることを要しない)のうちか

ら総会の議決をもって推薦する者.ただし名誉

会員は会費を納めることを必要としない.

3. 団体会員:本会の目的に賛同し会費年額 1，印O

円を納める団体(図書館を含む)

4. 賛助会員:本会の事業を後援し， 会費年額

10，000円以上を納める者または団体

5. 学生会員:大学またはこれに準ずる学校(大学

院を含まず)に在籍し，神経化学に関係ある学

科を修める学生であって，本会の目的に賛同し

会費年額1，000円を納める者.

第 7条会員になろうとする者は正会員の推薦により

細則に示す様式に従い会費を添えて入会申込書を事務

局に提出し理事長の承認を受げなければならない.

第 8条会員は毎年開かれる研究発表会に演題の申込

みをすることができる.

第 9条会員は本会の刊行する機関誌「神経化学」およ

び図書の優先的配付を受けることが出来る.

第10条会員は第6条に規定する会費を納入しなけれ

ばならない.

第11条会員は次の事由によって資格を喪失する.

1.退会

2. 死亡

3. 除名

第12条会員で退会しようとするものは，退会屈を提出

しなければならない.

第13条会員が次の各号のーに該当するときは，理事会

の議決を経て除名される.

1. 会費を滞納したとき

2. 本会の名誉を傷つけ，または会員としての義務

に反したとき

第14.条既納の会費は，いかなる理由があってもこれを

返還しない.

第4章役員，評議員および職員

第15条本会に次の役員をおく

理事 15名

監事 2名

会長 l名

第16条理事および監事は細則の定める方法に従って

正会員から選出する.理事は互選で理事長1名，常務

理事1名を定める.

第17条理事長は本会の業務を総理し，本会を代表す

る.

2. 常務理事は理事長を補佐し，理事会の決議に基

づき日常の業務に従事し，総会の決議した事項

を処理する.

3. 常務理事は理事長事故のあるときはその職務を

代行する.

第18条理事は，理事会を組織し，会則に定めるものの

ほか，本会の総会の権限に属せしめられた事項以外の

事項を議決し執行する.

第四条監事は民法第59条に準じてその職務を行なう.

第20条会長は理事会が毎年一回会員中から選定し理

事長が委嘱する.

第21条会長はその年度の研究発表会を主宰し，通常総

会の議長となる.
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第22条会長はその任期中理事となる. なければならない.

第23条本会の役員の任期は2年とし再任を妨げない 1 事業計画および収支予算についての事項

2. 補欠による役員の任期は，前任者または現任者 2. 事業報告および収支決算についての事項

の残任期間とする 3. その他理事会において必要と認めた事項

3. 役員は，その任期満了後でも後任者が就任する 第34条総会は，会員現在数の十分の一以上出席しなけ

までは，なおその職務を行なう. ればその議事を開き議決することが出来ない.ただし

4. 役員は本会の役員としてふさわしくない行為の 当該議事につき委任状を提出したものは出席者とみな

あった場合，または特別の事情のある場合には， す.

その任期中であっても総会および理事会の議決 第35条総会の議事は出席者の過半数をもって決し，可

により，理事長がこれを解任することができる. 否同数のときは議長の決するところによる.

第24条本会に評議員をおく. 第36条総会の議事の要項および議決した事項は会員

2. 議評員の定数は30名乃至70名とする. に通知する.

3. 評議員は正会員中から総会において選任する. 第37条評議員会は随時理事長が招集する.

4 理事はその任期中は評議員となる. 評議員会の議長は理事長がこれに当る.

第25条評議員には第23条の規定を準用する. 第38条評議員会は評議員現在数の五分の一以上出席

第26条評議員は評議員会を組織し，本会の運営上の重 しなければ会議を聞くことが出来ない.ただし委任状

要事項について理事会の諮問に応ずるものとする. を提出したものは出席者とみなす.

第27条本会の事務を処理するため職員をおく.職 第39条総会，理事会および評議員会の議事録は議長が

2 員は理事長が任免し理事会の承認をうける. 作成し理事長が保管する.

3. 職員は有給とすることが出来る.

第5章会 議

第28条理事会は毎年二回理事長が招集する ただし

理事長が必要と認めた場合，或いは理事現在数の三分

の一以上から会議の目的たる事項を示して請求のあっ

たときは，理事長は臨時理事会を招集しなければなら

ない.

第29条理事会は理事現在数の五分の三以上出席しな

ければ議事を聞き議決することは出来ない，ただし委

任状を提出したものは出席者とみなす.

2. 理事会の議事は理事会の過半数をもって決し，

可否同数のときは議長の決するところによる.

第30条通常総会は毎年一回研究発表会の際，会長が招

集する.

2. 臨時総会は理事会または監事が必要と認めたと

き，いつでも招集することができる.

第31条通常総会の議長は会長とし，臨時総会の議長は

会議のつど会員の互選で定める.

第32条総会の招集は少なくとも 10日以前にその会議

第6章会 計

第40条本会の事業逐行に要する費用は，会費，事業

に伴う収入をもって支弁する.

第41条本会の収支決算は毎年会計度終了後理事長が

作成し，監事の意見をつけ理事会および総会の承認を

受けなければならない.

第42条本会の会計年度は毎年9月1日に始まり 8月

31日迄とする.

第7章会則の変更

第43条 この会則は理事会および総会においておのお

の三分の二以上の賛成決議を経て変更することが出来

る.

第8章補 則

第44条 この会則施行についての細則は，理事会およ

び総会の議決を経て別に定める.

第9章付 則

すべき事項，日時および場所を記載した書面または会 第45条新総会発足以前の役員，評議員は現神経化学懇

誌の広告をもって通知する. 話会常任委員及び委員により代行される.

第33粂次の事項は，通常総会に提出しその承認を受け 第46条現会員はそのまま本会の会員とする.
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日本神経化学会細則(昭和41年10月制定)

第1章会 員

第1条 本会に会員として入会を希望する者は入会申込

書に次のことがらを記入して事務局に提出しなければ

ならない.

1. 姓名(ローマ字読み方付)生年月日

2. 推薦者氏名印

3. 最終出身校，学科名および卒業年次，ただし学

生会員は入学年月と卒業または終了予定年月，

を記入しなければならない.

4. 勤務先とその所在地および勤務先での地位

5. 会員の現住所ならびに連絡先住所

6. 専門分野，専攻科名

第2章役員，評議員

第2条理事定数15名のうち12名は第3条及び第4条に

定める方法に従い，会員の直接選挙により選出する.

残り 3名は評議員会の議を経て委嘱する.

第3条理事の選挙に当って選挙管理委員会を設け理事

長が委嘱する.選挙管理委員会は理事選挙要項に従い

事務局の所在地で選挙事務を行う.

第4条理事選挙要項は下記の如くする.

1. 選挙管理委員会は事前に会員名簿を作成して

「神経化学」に掲載する 理事の選挙権及び被

選挙権は投票締切日の 6カ月以前に正会員とな

ったものに限る.

2. 正会員で選挙事務に異議あるものは投票締切日

の10日前までに選挙管理委員会に申し出なけれ

ばならない.

3. 選挙管理委員会は正会員2名以上の推薦のあっ

た正会員，および評議員をもって理事候補者名

簿を作成し会員に配布し，投票の資料とする.

4. 投票は選挙管理委員会の定める投票用紙をもっ

て行い無記名5名以内の連記とする.

5. 投票は原則として郵送をもって行う.

6. 当選者は得票数の多い上位から 12名を決定す

る.同票の場合は年令順とする.但し各領域，

各研究者層の意見が反映される様，専門別を考

慮して次の規定を設ける.基礎(医・理・薬を

含む)臨床各5名が含まれる得票数上位より決

定する.

7. 当選者が辞退し，又は欠員を生じた場合は理事

会の承認を得て専門別を考慮して次点者より繰

り上げる.

8. 開票は選挙管理委員が会員の中から委嘱した立

会人のもとに行う.ただし会員は誰でも開票に

立会うことが出来る.

第5条理事長，常務理事は理事会の互選により決め

る.

第6条評議員は次の方法により選出する.

理事会は正会員から推薦された評議員候補者について

審査を行い適格者は総会において選任される.評議員

の推薦にあたっては，研究歴満5年以上のもので地域

別，専門別について考慮、される

第7条監事の選出については理事会が理事以外の正会

員の中から候補者を選び総会の承認を経て理事

長が委嘱する.

第3章事 業

第8条機関誌「神経化学」の編集委員は理事会の承認、

を得て理事長より委嘱する.

第9条機関誌の英文名は iBulletinof the Japanese 

Neurochemical Society Jとする.

第四条本会の目的を達成するため理事会が必要と認め

た時会員の中から専門委員を委嘱することがある.
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530 

466 

319 
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711 

426 

444 

630 

8 

691 

119 

724 

151 

608 

696 

584 

629 

390 

710 

167 

527 

129 

52 

376 

639 

343 

515 

潤

和

則

新

也

弘

朗

子

誠

正

章

義

越

正

勉

厚

毅

次

重

ち

正

子

哉

斉

孝

寛

治

国

治

穣

博

二

子

正

晋

幸

い

義

宏

克

直

哲

名

四

正

考

域

間義

部真

谷英

谷光

(1) 

JI[ 

木

木

山

田

形

)I[ 

田

田

島

島

井

泉

葉

村

股

瀬

上

上

上

氏

山

田

見

秋

田

丈

勝

哲

回

玄

慈

浩

尚

輝

礼

市

倉

井

井

川

川

貝

山

橋

原

藤

藤

一

勝

十

市

出

井

井

飯

飯

飯

飯

今

今

稲

稲

猪

猪

井

井

井

乾

入

石

石

石

石

五

諌

板

板

伊

伊

伊



彦

夫

男

司

洋

郎

哉

助

也

喜

太

之

世

辰

多

省

平

勝

伝

佳

陸

泰

剛

史
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田

内

野

斐

本

野

内

山

条

谷

下

沢

田

池

戸

子

子

松

村

倉

野

屋

葉

倉

岡

藤

一

除

隊

藤

藤

藤

藤

木

合

弁

上

先

堺市新在家町東1の1 (自宅)

仙台市北四番丁85

札幌市北15条西7丁目

和歌山県和歌山市九番丁

久留米市旭町fi7

豊中市力根山6の5

大阪府高槻市大学町

市各連属

大阪市大・神経

東北大・医・神神精神

北大・薬・薬効

和医大・神経

久留米大・医・精神

阪大・薬・薬理

阪医科大・ E解剖j

所会員番号

745 

555 

654 

534 

425 

744 

名氏

一

様

淵

本

本

下

回

伊

岩

岩

岩

岩

山

石

岩

大阪市福島区堂島浜通

名古屋市瑞穂区瑞穂町川澄

阪大・医・外科

名市大・医・神経

731 

105 陣

神

東京都渋谷区渋谷1の7の8白根和子方

大阪市福島区堂島浜通

東京都新宿区信濃町35

大阪府枚方市中宮

仙台市原町小田原南光沢77

東京都品川区平塚

大阪府八尾市小阪合町3の60(自宅)

東京都文京区本郷

大阪市福島区堂島浜通り

熊本市本荘町

奈良県橿原市四条町

大阪府松原市高見の里

大阪市福島区堂島浜通り

横浜市南区浦舟町

松本市旭町

東京都文京区本郷7

千葉市穴川町

前橋市昭和町

東京都文京区湯局

札幌市北12条西 5丁目

仙台市北四番町

京都市左京区吉田近衛町

東京都文京区本郷7

東京都文京区本郷7

東京都新宿区信濃町会35

東京都文京区本郷7

東京都世田谷区上北沢3の1048

千葉市亥鼻町

東京都品川区旗の台6の14の3

福岡市大字堅粕

京都市左京区吉田近衛町

岡山市岡164

横浜市南区浦舟町

留学中

阪大・医・神経

慶大・医:・医化

大阪府立中宮病院

東北薬大・薬品作用

田和大・医・ E薬理

阪大・医.II薬理

東大.~・小児

阪大・医・神経

熊大・医・法医

奈良県立医大・薬理

大阪薬大・薬理

阪大・医・神経

横浜市大・医・神経

信大・医・神経

東大・医・精神

放医研・障害

群大・医・生化

東京医歯大・神経

北大・医・脳外

東北大・医・:精神

京大・医・生理

東大・医・産婦

東大・医・神経

慶大・医・内

東大・医・脳研

都立松沢病院

千葉大・医・神経

国立衛生試験所・薬

九大・医・ E内科

京大・区・精神

岡山大・医・神経

横浜市大・医・ E生理

229 

71h 

296 

134 

597 

51 

45 

662 

506 

410 

601 

365 

250 

232 

707 

607 

503 

172 

631 

400 

386 
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239 

58 

604 

153 

467 

50 

203 

28 

144 

594 

733 

208 

560 

興

男

史

朗

勉

也

雄

彦
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雄

彦
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洋

由

誠

弘

彦

勝

彦

正

尚

仲

景

隆
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健

孝
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浩
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甲
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神

鴨

金

神

蟹

金

金

金

金

金

完

狩

仮

柏

柏

片

加

加

加

加

加

加

加

勝

川

河

川



うモ

東京都新宿区柏木1の53

大阪市阿倍野区旭町1の61

大阪市福島区堂島浜通

橿原市四条町

和歌山市九番丁

大阪府高槻市

岡山市岡164

東京都千代田区紀尾井町7

大阪市阿倍野区旭町

弘前市相良町

新潟市旭町2

和歌山市九番町9

富山市奥田5

神戸市生田区楠町

東京都文京区本郷6の20の5

東京都北区浮間町5の5

仙台市小田原南光沢77

名古屋市千種区徳川山町2の42(自宅)

大阪府布施市小若江321

千葉市矢作町785

熊本市神永町337(自宅)

大阪市阿倍野区旭町

新潟市旭町1の757

東京都中央区日本橋本町4の7本町ピル内

東京都文京区湯島

港区芝白金台町

東京都文京区本郷7

千葉市亥鼻町

東京都東村山市恩田町1の748(自宅)

東京都新宿区弁天町91

千葉市亥鼻町

大阪府泉北郡高石町北53

札幌市南22条西14丁目

和歌山市九番町9

松本市旭町

大阪市北区常安町36

和歌山県吹田市津雲台3-2-A-16-203(自宅)

松本市旭町

新潟市旭町

東京都世田ケ谷区松原3の2の1O(自宅)

東京都大田区大森西

東京都文京区本郷7

岡山県倉敷市王島八島4094の1(自宅)

岡山市岡

大阪府泉北郡高石町北53(自宅)

車窓連所

東京医大・神経

大阪市大・医・神経

阪大・医.II外科

奈良医大・ I生理

和歌山県立医科大栄養研究部

大阪医大・ H解剖

岡山大・医・精神

上智大・理工・化

大阪市大・医・生理

弘前大・医・神経

新潟大・脳研

和医大・神経

富山大・薬・薬物

神戸医科大・ I外

求道学会

中外製薬

東北薬大・薬品作用

名市大・医・精神

近畿大・薬・薬物

千葉大・薬・薬物

熊大・医・神経

阪市大・医・神経

新潟大・脳外

科研薬化工・ KK

東京医歯大・神経

国立公衆衛生院栄養生化学

東大・医・産婦

千葉大・医・薬理

東医歯大・神経

神経研究所

千葉大・医・薬理

阪市大・精神

平松病院

和医大・小児

信大・医・神経

阪大・蛋白研

和医大・小児

信大・医・生化

新潟大・脳研

国立精神衛生研

東邦大・医・小児

東大・医・脳研

岡大・医・神経

岡大・医・精神

阪市大・精神

230 

属会員番号
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志
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幸

正
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先

久留米市旭町

京都市上京区河原町通広小路

東京都国分寺市高木町3の970(自宅)

大阪市天王寺区小宮町8

北海道浦河郡浦河町東町230

東京都文京区本郷7

大阪市東淀川区加島町1

大阪市福島区堂島浜通

和歌山市九番町9

藤沢市鵠沼松ケ関3の3の23(白宅)

東京都新宿区信濃町35

東京都文京区本郷7

大阪市福島区鷺洲上2の47

京都市左京区吉田近衛町

大阪市北区北扇町38

事各連属

久留米大・医・精神

京都府医大・薬理

東京天使病院

大阪警察病院

浦河赤十字病院

東大・医・薬理

藤沢薬工・研究所

阪大・医・神経

平日医大・解剖]

国立予防衛生研

慶大・医・生理

東大・医・脳研

温野義研究所

京大・薬・薬品作用

大阪市立衛研

所会員番号

日
U

A

リ

ヴ

d

7

3

m

 

394 

99 

569 

470 

668 

504 

579 

450 

551 

124 

147 

健

次

清

雄

夫

洋

敦

明

三

夫

正

則

淳

勇

校

名

t変

哲

和

正

義

福

重

氏

居

沢

田

藤

谷

谷

田

文

本

塚

原

川

沢

烏

保
小

小

久

工

熊

熊

熊

公

熊

倉

栗

黒

黒

車

楠

神戸市生田区楠町6丁目38の2

東京都文京区本郷7

京都市左京区吉田近衛町

世田ヶ谷区玉川中町2の100(自宅)

東京都新宿区柏木1の53

東京都世田ヶ谷区砧町85(自宅)

東京都新宿区信濃町35

東京都大田区大森西5-21

大阪府高槻市大学町

大阪市北区常安町

東京都文京区湯島

新潟市旭町

徳島市蔵本j町 3

静岡市小鹿160

東京都新宿区信濃町35
京都市伏見区深草勧進橋町50
富士寮(社宅)
広島市霞町

三重県津市鳥居町100

東京都北多摩郡村山町中藤276

名古屋鶴舞町65

東京都品川区旗の台 1の5の8

新潟市旭町

兵庫県西宮市枝川町8番40の505号

東京都中央区銀座2の1

岡山市清永218の4 (自宅)

神戸市生田区楠町

大宮市奈良町849(自宅)
東京都新宿区東大久保1の410
東京医科大職員住宅3の1 (自宅)

神戸大・医・医化

東大・医・精神

京大・医・精神

慈恵医大・医化

東京医科大・外科

目本医大

慶大・医・神経

東邦大・医.II生理

阪医科大・神経

阪大・医・ I薬理

東京医歯大・医・生化

新大・脳研究所

徳島大・医・ E生理

静岡薬科大・生化学

慶大・医・薬理

藤沢薬品中央研究所

広島大・歯・口腔解剖学(II)

三重県立大・医・生理(1)

鶴風会・脳性麻痔研究所

名大・医・衛生学教室

昭和大・医.II薬理

新大・医・脳研

神戸商科大学

三共株式会社製品計画部

岡大・医・神経

神戸大・医・ I外科

慶大・医・神経

東医科大・脳神経外科
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松

松

松
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松

松

松

松

松
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松

松

馬

間

三
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先

宮

宮

宮

宮

宮

三

水

水

望

最

茂

森

森

森

森

森

森

守

向

村

村

村

村

村

村

村

式

絡

大阪市福島区堂島浜通り

東京都小平市小川東町

仙台市米が袋広町29(自宅)

前橋市昭和町

新潟市旭町通

福島市丸子字川原28番地

東京都板橋区小茂根町4の11

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区信濃町35

大阪市北区常安町

文京区大塚4の15の8 愛日荘(自宅)

大阪市福島区堂島浜通

東京都新宿区信濃町35

大阪府八尾市山本町北2の32

東京都大田区大森西5の21

東京都新宿区信濃町35

愛媛県周桑郡壬生川町

東京都新宿区市ヶ谷船河原町12

佐賀県神崎郡東脊振村

京都市左京区吉田近衛町

東京都文京区本郷7

世田谷区玉川尾山町128

千菜市宮野木町)"969(自宅)

弘前市相良町

和歌山市九番T9

静岡市小鹿160

仙台市北四番丁

連属

阪大・医・神経

国立式蔵療養所

東北大・医・神経

群馬大・医・精神

新大・医・脳神外科

桜ケ丘病院

精神医学研究所

慶大・医・神経科

慶大・医・神経

阪大・医.II外科

日本医大・精神

阪大・医・陣内外科

慶大・医・生理

阪市大・医・神経

東邦大・医・神経

慶大・医・神経

公立周桑病院精神科

東京理科大・薬・薬理

国立肥前療養所

京大・医・精神科

東大・医・生化

慈恵大・医化学

日大・理工・薬学

弘前大・医・神経

和医大・薬理

静岡薬大・薬剤学

東北大・医・神経

所会員番号

735 

705 

438 

509 

605 

317 

342 

183 

514 

69 

627 

163 

541 

227 

222 

16 

738 

469 

412 

13 

678 

628 

359 

518 

666 

271 

理

彦

介

寛

彬

仁

博

二

衛

栄

匡

郎

宏

七

治

孝

望企
之d-

浩 三

柳太郎

鐙二

延泰

平太郎

晃

日百 胤

喜久江

浩

温

文

i享

賢

善

幸

敏

盛

道

克

和

音

佳

N
 

上

越

本

野

田

者

浜

井

井

井

尾

田

国

津

山

倉

川

井

島

嶋

島

英

侃

敬

名氏

本

本

腰

田

沢

塚

口

野

月

上

木

光

屋

井

上

上

兵庫県永上郡相原荘

新宿区信濃町35

大阪市北区常安町

和歌山市九番町9

東京都文京区湯島

東京都新宿区信濃町35

大阪府守口市文園町l

名古屋市千種区未森通2の11

東京都文京区本郷

京都市上京区千本通上長者町上ル(自宅)

堺市熊野町西2の23の1 (自宅)

札幌市南8条西26丁目

東京都大田区大森西5の21

大阪府枚方市中宮

大阪市北区常安町

名古屋市瑞穂区川ノ澄町1

相原荘病院

慶大・医・生理

阪大・医・高次研

和医大・ I生理

東京医歯大・医・神経

慶大・医・生理

関西医科大・薬理

名大医・生化

東大・医・精神

京大・医・精神

三国丘病院

札幌医大・円山分院

東邦大・医・ E生理

大阪府立中宮病院

阪大・医・神経

名市大・医・薬理

232ー

663 

725 

737 

567 

104 

650 

47 

387 

130 

133 

623 

48 

23 

43 

721 

369 

322 

史

子

男

次

子

豊

宏

治

男

男

三

三

而

久

夫

夫

充

俊

素

益

俗

秀

健

日夜

敏

永

永

永

長

長

永

永

一

永

永

名

中

中

中

中

中

中



先

岡山市岡

東京都大田区大森西5

西宮市初園町124の9

神戸市生田区楠町7

東京都文京区本郷7

京都市左京区吉田近衛町

山口県宇部市小串

東京都品川区旗の台1の5

岐阜市司町40

東京都大田区大森西5の21

東京都世田ヶ谷区廻沢町20(自宅)

東京都大田区大森西5の21

東京都文京区本郷7

東京都杉並区本天台3の40の22(自宅)

京都市左京区浄土寺南田町153(自宅)

新潟市旭町

東京都新宿区信濃町35

東京都目黒区中目黒3の1001(自宅)

市川市国府台l

前橋市昭和町

東京都大田区大森西5の21

岡山市岡

東京都文京区本郷7

東京都杉並区清水町1の16の6(自宅)

大阪市北区常安町

奈良県大和郡山市小泉町28日

京都市左京区吉田近衛町

京都市左京区吉田近衛町

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区太泰中山町1O(自宅)

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区吉田阿達町

大阪市北区常安町

京都市左京区吉田近衛町

絡連属

岡大・医・神経

東邦大・医.II生理

田辺製薬中研・臨床薬理

神戸医大・成長研

東大・医・精神

京大・医・医化

山口大・医・医化

昭和大・薬・生物化学

岐阜大・医・精神

東邦大・医・公衆衛生

国立善通寺病院・精神

東邦大・医.II外科

東大・医・内科

三共・中研

京大・医・精神

新大・医・外科

慶大・医・神経

)1頂天大・医・神経

国立精神衛生研

群大・医・神経

東邦大・医・精神

岡大・医・神経

東大・医・生化

東京医大

阪大・医・精神

国立療養所・松績荘

京大・医・解剖

京大・医・医化

慶大・医・生理

京大・医・精神

慶大・医・生理

京大・薬・薬理

阪大・医・高次研

京大・医・医化

所会員番号

433 

602 

686 

39 

65 

622 

383 

2 

675 

455 
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西
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沼
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西

西

西

西

野

野

野

野

額

沼

岡山市岡

仙台市八幡町51

大阪市福島区鷺洲上2の47

東京都新宿区南榎町2 (自宅)

弘前市相良町

鳥取県米子市西町86

大阪市北区常安町

東京都品川区東五反田 3の9の22

岡崎市八幡町1の15

岡大・医・癌研

東北大・医

塩野義研究所

東大・医・中尾内科

弘前大・医・精神

鳥取大・医・ E生理

阪大・医・薬理

関東逓信病院・庶務課

万有製薬・岡崎工場

-233ー

334 

580 

349 

649 

265 

112 

611 

278 

368 

一

元

直

晃

平

彦

郎

夫

登

琢

常

保

光

俊

源

導

品

川

田

平

川

原

川

川

田

回

小

大

小

荻

及

及

岡

同

岡



郎

篤

雄

子

史

吉

雄

治
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夫

志

徳
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文

若

恵

太
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恒

喜
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治
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国

田

中

田

村

村

本

野

賀

賀

黒

塚

月

柳

内

崎

沢

郷

藤

藤

藤

井

本

田

田

野

野

野

野

宮

井

木

木

式

藤

藤

藤

藤

井

川

波

田

口

須

田

々

々

戸

岡

岡

沖

沖

奥

奥

岡

尾

大

大

大

大

大

大

長

尾

小

西

斎

斎

斎

酒

坂

桜

桜

佐

佐

佐

佐

三

更

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

沢

瀬

仙

瀬

瀬

先

大阪市東住吉区駒川町8の9
岡田方(自宅)
名古屋市瑞穂区瑞穂町

東京都港区赤坂葵町

岡山県西大寺中川664

大阪市阿倍野区旭町

岡山市岡

京都市左京区吉田近衛町

福島市渡利八幡町168(自宅)

札幌市北18条西9丁目

前橋市昭和町

東京都文京区本郷7

東京都文京区湯島

岡山市岡

神戸市生田区楠町

福島県いわき市上荒川

名古屋市瑞穂区瑞穂町

京都市左京区吉田近衛町

絡連属

留学中

名市大・医・神経

虎の門病院

岡山県立短大・食物科

阪市大・医・神経

岡大・医・精神

京大・医・解剖

福島医大・精神

北大・獣医・家畜薬理

群大・医・精神

東大・薬・薬品作用

東京医歯大・医・薬理

岡大・医・精神

神戸大・医・ I外科

新田目病院上荒川分院

名市大・医・薬理

京大・医・脳外科

所会員番号
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名氏

杉並区和泉4の31の7

東京都杉並区永福町232(自宅)

弘前市相良町

東京都板橋区大谷口

横浜市南区浦舟町

東京都文京区本郷7

弘前市大字取上字三荻9の3

弘前市大字高崎字岩井80

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通り

東京都文京区本郷7

東京都大田区大森西5

岡山市岡

米子市西町

札幌市平岸910

仙台市原町小田原南光沢77

新潟市旭町

東京都新宿区柏木

習志野市大久保町4の113

神奈川県大磯町西小磯418

東京都文京区本郷7

奈良県北葛城郡香芝町五位堂176

京都市左京区吉町下阿達町

千葉市亥鼻町

京都市左京区吉田近衛町
福岡県築上郡吉富町吉富製薬皇后石
社宅78号(社宅)

東大・理・生物化学

東大・薬・薬品作用

弘前大・医・整形外科

目大・医・薬理

横浜市大・医・神経

東大・医・神経

弘前精神病院

弘前大・医・精神

阪大・医・精神

阪大・医・ E内科

東大・医・脳外科

東邦大・医・ E内科

岡大・医・神経

鳥取大・医・神経

市立札幌病院

東北薬大・薬品作用

新大・脳研

東京医大・神経

千葉大・腐敗研

慈恵医大・古閑内科

東大・医・脳外

阪大・医・外

京大・薬・薬品作用

千葉大・医・脳機能研

京大・医・脳外科

吉宮薬製

-234ー
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野

吉

川

訪

木
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木

木
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木
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木
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沢
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高
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高
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先
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柴

柴

渋

七

食

島

島

島

島

清

清

清

清

清

下

塩

十

相

須

須

末

菅

住

砂

諏

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

事各

東京都新宿区東大久保

大阪府八尾市小阪合町2の2 (自宅)

東京都大田区大森A西 5-21

弘前市相良町

北九州市小倉区米町10丁目(自宅)

大阪府豊中市刃根山6の5

大阪府吹田市千里口2441の1O(自宅)

埼玉県大宮市指扇2655(自宅)

東京都新宿区東大久保

大阪市北区常安町

東京都新宿区柏木

千葉市亥鼻町

前橋市昭和町

大阪市福島区堂島浜通

東京都新宿区東大久保

新潟市旭町

京都市左京区吉田近衛町

広島市的場町1の7の20

東京都大田区大森西5

大阪市北区常安町

東京都文京区本郷6の9の2東光荘内(自宅)

神戸市須磨区前池町6の1の1 (自宅)

和歌山市九番町9

熊本市本荘町

東京都品川区広町1の2の58

札幌市北十二条西5丁目

神戸市生田区楠町

東京都新宿区東大久保

東京都文京区本郷7

札幌市北十二条西五丁目

東京都目黒区柿ノ木坂1の27の10(自宅)

東京都大田区大森西5

新潟市旭町

連属

東京医大・神経

近畿大・薬物学

東邦大・医.II外科

弘前大・医・神経

七楽医院

阪大・薬・薬理

阪医科大.II解剖l

東大・医・中尾内科

東京医大・生化

阪大・医・皿解剖

東京医大・神経

千葉大・医・神経

群大・医・精神

阪大・医・神経

東京医大・小児

新大・脳研・神経内科

京大・医.II生理

十河病院

東邦大・医・ E生理

阪大・蛋白研

東大・医・神経

京大・医・解剖

和歌山医大・ I生理

熊本大・医・精神

三共(株)中央研究所

北大・医・精神

神戸大・医・薬理

東京医大・神経

東大・医・小児

北大・医・精神

東京女子医大・小児

東邦大・医.II内科

新潟大・医・精神

所会員番号
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国
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水

水

水

水
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氏

河

馬

田

国

田

日

東京都品川区東五反田 5の9の22

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区吉田下阿達町

熊本県荒尾市万田475の1

熊本市本荘町

東京都文京区本郷7

新潟市旭町

大阪市北区常安町

東京都世間ケ谷区玉川瀬田町450(白宅)

東京都文京区湯島

関東逓信病院

慶大・医・生理

京大・薬・薬理

有働病院

熊大・医・法医

東大・医・神経

新大・脳研

阪大・医・神経

東大・医・脳神経外科

東京医歯大・神経
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先

高

官

向

一

同

高

高

官

同

一

局

竹

武

竹

式

竹

玉

田

回

日

谷

谷

谷

回

回

目

立

国

寺

寺

徳

富

富

烏

融

豊

土

土

辻

辻

塚

塚

鶴

絡

前橋市昭和町

前橋市昭和町

前橋市昭和町

盛岡市中央通1の3の27

千葉県習志野谷津町5の1118(自宅)

京都市左京区吉田下阿達町34

岩手県ーの関市銅矢町11の25(自宅)

名古屋市千種区赤坂町1の56(自宅)

大阪市北区常安町

福岡市大字堅粕

松本市旭町

東大阪市中小阪447(自宅)

東京都文京区本郷7 (生化学教室)

熊本市本荘町

岩手県ーの関市真柴矢の目沢56の19

仙台市四番丁

大阪市北区常安町

大阪市福島区常堂浜通

新潟市旭町

横浜市南区浦舟町4の57

札幌市北十二条西五丁目

大阪市東区今橋4の1

浜松市高林80 浜松赤十字病院内科

東京都大田区大森西5

静岡県清水市魚町8 寺尾方(自宅)

熊本市城内二の丸町(自宅)

東京都新宿区信濃町35

国分寺市日吉町 1の5の6(自宅)

東京都新宿区信濃町35

仙台市北四番丁

東京都文京区湯島

仙台市北六番丁210

札幌市南八条西26札幌医大・円山分院

日野市南平1533の91 (自宅)

京都市左京区吉田近衛町

堺市百舌烏陵南町1の179(自宅)

東京都新宿区信濃町35

徳島市庄町1の78

東京都新宿区信濃町35

連属

若手大・医・神経

群大・医・薬理

群大・医・精神

岩手医大・歯・生理

上智大・理工

京大・薬・薬理

岩手県立南光病院

名大・環研

阪大・医・精神

九大・医・ H内科

信大・医・順応研

阪大・医・外科

東大・医・生化・精神

熊大・医・ I生理

岩手県立南光病院

東北大・医・神経

阪大・医・高次研

阪大・医・神経

新潟大・医・脳外科

横浜市大・医・神経

北大・医・精神

吉富製薬

慶大・医・相沢内科

東邦大・医.II内科

東大・医・中尾内科

熊大・医・神経

慶大・医・薬理

日本医大・精神

慶大・医・内科

東北大・医・内科

東京医歯大・神経

東北大・農

札幌医大・神経

東京医歯大・神経

京大・医・医化

阪大・医・神経

慶大・医・生理

徳島大・薬・衛生化学

慶大・医・神経

所会員番号
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741 
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稔
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男

裕
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健

式

裕

博

大阪市福島区堂島浜通

京都市左京区吉田近衛町

東京都板橋区大谷口上町

東京都新宿区信濃町35

阪大・医・内科

京大・医・医化

日大・医・神経

慶大・医・生理
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先

大阪府高槻市大学町
東京都港区赤坂丹後町10の23
ヘキスト・ピル内

東京都文京区本郷7

東京都文京区本郷7

東京都世田ケ谷区玉川瀬田町836(自宅)

絡連属

大阪医大.II解剖

興和株式会社

東大・医・中尾内科

東大・医・精神

戸斤会員番号

542 

564 

155 

40 

逸

修

義

弘

男

東京都品川区広町1の2の51

東京都大田区大森西5の21
京都市左京区北白川追分町田
山田方(自宅)

岡山市岡

三共中央研究所

東邦大・医・ H生理

京大・医・内科

岡大・医・神経

533 

642 

大阪市福島区堂島浜通

浜松市親塚町19770の65

前橋市昭和町

大阪市阿倍野区旭町

東京都品川区旗の台1の5の8

東京都文京区本郷7

川崎市下作延1の604

尼崎市琴浦町44(自宅)

前橋市昭和町
横浜市保土ケ谷区岩崎町43
東鉄保土ケ谷アノミート H・5(自宅)
東京都練馬区桜台6の36の9 (自宅)

京都市上京区河原町通広小路

神戸市生田区楠町

名古屋市瑞穂区瑞穂町

千葉市亥鼻町

和歌山市九番町9

目黒区駒場3の8の1号

大阪府枚方市宮ノ坂町

久留米市旭町67

前橋市昭和町

千葉市亥鼻町

東京都大田区大森西5

大阪府堺市大仙町

仙台市北四番T85

東京都杉並区下井草2の22の15(自宅)

大阪市福島区堂島浜通

東京都渋谷区常磐松町101

東京都文京区千石1の8の29五月荘(自宅)

前橋市田和町

東京都大田区大森西5の21

福岡市大字堅粕

京都市左京区聖護院川原町53

東京都文京区本郷7

伊藤病院社宅

阪大・医・小児

慈恵、大・医・古関内科

群大・医・生化

阪市大・医・神経

留学中

東大・医・生化

常国臓器製薬(株)・研究部

阪市大・理・生化学

群大・医・行動研

東鉄横浜診療所

慈恵大・医・精神

京都府医大・小児

神戸大・医・限科

名市大・医・神経

千葉大・医・神経

和歌山医大・小児

東大・教養学部・化学

大阪府立中宮病院
久留米大・医・中央臨床検・
脳疾患研

群大・医・生化

千葉大・医・神経

東邦大・医・生化

大阪府大・農・薬理

東北大・医・産婦

三共研究所

阪大・医・神経

実践女子大・家政

東大・医・中尾内科

群大・医・神経

東邦大・医・ E生理

九大・医・精神

京大・医・脳外科

東大・医・解剖
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先

吉

吉

吉

吉

吉

吉

吉

湯

油

由

絡

大阪市北区常安町

名古屋市瑞穂区東栄町3の9 (自宅)

東京都渋谷区栄通2の4 (自宅)

東京都文京区本郷7

仙台市長町大道西39の1

和歌山市九番丁9

仙台市北四番丁85

茨城県稲敷郡阿見町若栗2584

大阪市東淀川区十三西元町

大阪市福島区堂島浜通3丁目 3の1

連属

阪大・医・薬理

笹寺精治療病院

東大・医・老人

東大・医・栄養

東北大・医・脳疾患研

和歌山医大・神経

東北大・医・産婦

国立精神衛生研

式田薬品(株)研究所

関西電力病院神経科

所会員番号

10 

577 

687 

659 

677 

27 

91 

409 

121 

61 博

明

己

寿

明

夫

宏

昭

享
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名

博

政

春

紀

文

氏

田

川

川

川

田

益

崎

原

井

良

杉並区上高井戸3の762

大阪府高槻市大学町

-238-

336 

423 

了

医学中央雑誌社

大阪医大図書館



(日百和43年9月末日現在)昭和43年 7月以降新入会員

先絡連属所会員番号

京都市左京区吉田近衛町

東京都文京区本郷

新潟市旭町

新潟市旭町2の5251の1 (自宅)

京都市左京区聖護院川原町

京大・医・医化学

東大・医・生化学

新大・脳研

新大・医・精神

京大・医・外科

767 

772 

793 

779 

790 

福岡市堅粕

岡山市岡164 岡大・医・神経

京都市上京区河原町通広小路

京都市左京区吉田近衛町

品川区旗の台1の5の8

松本市旭町

盛岡市上回

東京都文京区湯島 1の5の47

東京都文京区湯島1の5の47

岡山市清水60の21

名古屋市千種区末盛通り 2の11

堺市大仙町

大阪府羽曳野市植生野83の9

阪府大・農・家畜薬理

阪市大・医・第I生理

754 

752 

笠岡市西今立

岡山市岡164 岡大・医・精神神経

笠岡病院

岡山県立短期大学

780 

774 

東京都文京区湯島 1-5の47

杉並区西田町1の571荻窪団地26の30J(自宅)

京都市左京区吉田近衛町

大阪市福島区堂島浜通

京都市左京区聖護院川原町53

東医歯大・医・薬理

国小立児病院・小児科

京大・医・医化学

阪大・医・第E外科

京大・医・第I外科

775 

758 

768 

773 

大阪市北区常安町

市川市国府台

東京都北区志茂3の31

京都市左京区下鴨下川厚54 岡部方

東京都新宿区信濃町慶大・医・生理

阪大・医・第I薬理

国立精神衛生研究所

日本化薬・王子製薬工場

京大・医・生理

教育大・理・動物

763 

764 

765 

750 

前橋市昭和町3の39の22

京都市左京区聖護院川原町

群大・医・薬理

京大・医・外科第I講座

-239 

九大・区・第E内科

岡山県立短大

京府医大・生化

京大・医・生理

昭和大・医・第二薬理

信大・医・ ]1国応研

岩手大・農・獣医学科

東医歯大・神経

東医歯大・神経

岡山県立短大

愛知学院大・歯

781 

786 

756 

八

美

彦

勝

彦

762 

789 

787 

一791

788 

770 

778 
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田

野

重千冬

山邦彦

中 百合子

張千年

居鎮夫

(U) 

田

木幸

(Y) 

木国夫

村博平

田俊彦

原紘一郎

井信夫

先

東京都文京区湯島

堺市大仙町

東京都品川区旗の台1の5の8

大阪市福島局区内

東京都文京区湯島

東京都大田区大森

東京都大田区大森

絡連属

東医歯大・心研薬理

大阪府立大・農・家畜薬理

昭和大・医・第I生理

大日本製薬研究所

東医歯大・医・薬理

東邦・医・第E生理

東邦・医・第I生理

所会員番号

748 

759 

市

ム

ー

ム

門

4

6

5

5
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台糖ファイザー株式会社医学部

第一製薬株式会社開発部学術課

大日本製薬株式会社

エーザイ株式会社

藤沢薬品工業株式会社開発部

1/ 学術課

日本アポット株式会社
学術部東京拡張課

科研化学株式会社

科研薬化工株式会社学術課
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田辺製薬株式会社学術部

武田薬品工業株式会社
研究開発部本部総務第一課

吉富製薬株式会社学術課

吉富製薬株式会社東京出張所

山之内製薬株式会社

賛助会員
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